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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像信号を取得する画像信号取得手段と、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得手段と、
　前記画像信号取得手段により取得された前記画像信号の画像を記録する対象である第２
の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得手段と、
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性のうち、互いに同一の幾何条件における複
数の反射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出手段と、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正手段と、
　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項２】
　画像信号を取得する画像信号取得手段と、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得手段と、
　前記画像信号取得手段により取得された前記画像信号の画像を記録する対象である第２
の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得手段と、
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性との間で互いに異なる幾何条件における反
射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出手段と、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正手段と、
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　を有することを特徴とする画像処理装置。
【請求項３】
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性は、照明及び受光の幾何条件における反射
光量群を含むことを特徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項４】
　前記比較データは、前記第１の反射特性と前記第２の反射特性との差分であることを特
徴とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項５】
　前記比較データは、前記第１の反射特性と前記第２の反射特性との比であることを特徴
とする請求項１又は２に記載の画像処理装置。
【請求項６】
　前記補正量算出手段は、前記比較データの加重平均を前記補正量とすることを特徴とす
る請求項１乃至５のいずれか１項に記載の画像処理装置。
【請求項７】
　前記補正量算出手段は、ユーザによって指定された前記第１の印刷媒体の観察条件及び
前記第２の印刷媒体の観察条件、並びに前記第１の印刷媒体の種類及び前記第２の印刷媒
体の種類に基づいて、前記補正量の算出に用いる前記第１の反射特性及び前記第２の反射
特性の幾何条件を決定することを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の画像
処理装置。
【請求項８】
　前記観察条件は、前記第１の印刷媒体及び前記第２の印刷媒体に対する照明の角度及び
観察角度を含むことを特徴とする請求項７に記載の画像処理装置。
【請求項９】
　画像信号を取得する画像信号取得ステップと、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得ステップと、
　前記画像信号取得ステップにおいて取得した前記画像信号の画像を記録する対象である
第２の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得ステップと、
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性のうち、互いに同一の幾何条件における複
数の反射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出ステップと
、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正ステップと、
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１０】
　画像信号を取得する画像信号取得ステップと、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得ステップと、
　前記画像信号取得ステップにおいて取得した前記画像信号の画像を記録する対象である
第２の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得ステップと、
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性との間で互いに異なる幾何条件における反
射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出ステップと、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正ステップと、
　を有することを特徴とする画像処理方法。
【請求項１１】
　コンピュータに、
　画像信号を取得する画像信号取得ステップと、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得ステップと、
　前記画像信号取得ステップにおいて取得した前記画像信号の画像を記録する対象である
第２の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得ステップと、
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　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性のうち、互いに同一の幾何条件における複
数の反射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出ステップと
、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正ステップと、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【請求項１２】
　コンピュータに、
　画像信号を取得する画像信号取得ステップと、
　前記画像信号を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の
反射特性取得ステップと、
　前記画像信号取得ステップにおいて取得した前記画像信号の画像を記録する対象である
第２の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得ステップと、
　前記第１の反射特性及び前記第２の反射特性との間で互いに異なる幾何条件における反
射光量から算出された比較データを用いて補正量を算出する補正量算出ステップと、
　前記補正量を用いて前記画像信号を補正する画像補正ステップと、
　を実行させることを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、原稿からの複製の作成等に好適な画像処理装置及び画像処理方法等に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　文字や画像等の情報を用紙やフィルム等シート状の記録媒体に記録を行う記録装置には
様々な方式のものがある。その中で、記録媒体に記録剤（色材）を付着することで記録媒
体上にテキストや画像を形成する方式が実用化されている。このような方式の代表例とし
て、インクジェット記録装置、電子写真記録装置、昇華型熱転写記録装置等がある。近年
、これらの記録装置の性能が向上し、モノクロ画像やテキストばかりでなく、カラー画像
も記録されるようになってきた。しかしながら、これらの記録装置では、記録装置に入力
される入力信号（例えば、Ｒ,Ｇ,Ｂ）が同じであっても、使用される記録媒体の種類が異
なると再現される色が異なってしまうことが知られている。
　上記課題を解決する技術として、記録媒体の種類に応じた色補正を行うことで所望の色
再現を実現する技術が開示されている（特許文献１）。特に、異なる記録媒体間で再現さ
れる色をマッチングさせる技術は一般的によく知られている。
【０００３】
　ここで、異なる記録媒体に色をマッチングさせた画像を再現する際の従来の画像処理方
法（カラーマッチング技術）について、図１を用いて詳細に説明する。入力信号ＲＧＢは
、ターゲット色変換部１０１、色域圧縮部１０２、及びプリンタ特性色変換部１０３によ
ってプリンタの色信号ＲpＧpＢpに変換される。
　ターゲット色変換部１０１は、入力信号ＲＧＢを、目標とする記録媒体Ａでの測色色信
号ＬAａAｂAに変換する。測色色信号ＬAａAｂAとしては、ＣＩＥ　Ｌ＊ａ＊ｂ＊色空間、
ＣＩＥ　ＸＹＺ色空間の色信号等が使用される。この変換は、例えばターゲット色変換ル
ックアップテーブル（ＬＵＴ）１０４を用いて行われる。ターゲット色変換ＬＵＴ１０４
は、三次元変換テーブル（３ＤＬＵＴ）であり、離散的な入力信号ＲＧＢと目標の記録媒
体の測色色信号との関係を示している。そして、変換の際には、補間が行われる。
　色域圧縮部１０２は、測色色信号ＬAａAｂAを実際に印刷する記録媒体Ｂで再現できる
測色色信号ＬMａMｂMに変換する。記録媒体によって色再現可能な範囲が異なるため、記
録媒体Ｂの色再現領域が記録媒体Ａの色再現領域よりも狭い場合、再現できない色が存在
する場合がある。そこで、色域圧縮部１０２は、記録媒体Ａで再現できるすべての色信号
を色の印象が変わらないように記録媒体Ｂで再現できる色信号に変換する。基本的には、
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記録媒体Ｂで再現できる色信号には大きな変更を加えずにほぼ同じ色で再現し、記録媒体
Ｂで再現できない高彩度部の色信号は、色相を一定にして彩度を圧縮した色信号へ変換す
る。言い換えれば、記録媒体Ａの色再現領域が記録媒体Ｂの色再現領域内に色域圧縮され
るようにガマットマッピングする。マッピングパラメータ格納部１０５には、彩度の圧縮
条件に関するパラメータが格納されている。色域圧縮部１０２は、このパラメータを利用
して、色域圧縮方法によって色信号を変換する。
　プリンタ特性色変換部１０３は、測色色信号ＬMａMｂMをプリンタの色信号ＲpＧpＢpに
変換する。この変換は、例えばプリンタ特性色変換ＬＵＴ１０６を用いて行われる。プリ
ンタ特性色変換ＬＵＴ１０６も３ＤＬＵＴである。プリンタ特性色変換ＬＵＴ１０６は、
離散的なプリンタの色信号と該色信号に対応する記録媒体Ｂでの測色信号との関係を示し
ている。
【０００４】
　このような従来の色信号処理によれば、異なる記録媒体間での色再現特性を一致させる
ことが可能である。しかし、従来の色信号処理では、測色色信号を用いて色合わせが行わ
れるため、記録媒体の光沢特性が異なると良好な色再現ができない場合がある。これは、
色の測定器（測色器）における照明とセンサの幾何条件と、画像観察時の照明と観察方向
の幾何条件が異なることに起因する。図２は、ある試料に光源から光を照明した際の反射
光の空間的な分布を模式的に示す図である。所定の角度から光源２０１によって照明され
た光は試料２０２から様々な角度に反射して、２０３、２０４で示す包絡線状に分布する
。図２に模式的に示すように、試料からの反射光は一般的に大きく二つの成分に分類され
る。一つは、照明光が原稿紙面内に入射して紙繊維や色材によって多数回反射や吸収を繰
り返した後に原稿表面に出射する拡散反射光成分２０３、もう一つは、原稿の光沢特性に
関係する原稿表面での反射光成分（表面反射光成分）２０４である。
　図３に、光沢特性の異なる２つの試料（光沢の高い記録媒体Ａと光沢の低い記録媒体Ｂ
に印刷された画像）の反射光の空間的な分布と、一般的な測色器の幾何条件及び人が画像
を観察する際の観察方向を示す。一般的な測色器は、試料の法線に対して４５度傾いた方
向から試料を照明して、試料の法線に対してｎ度傾いた方向で受光する「４５－ｎ」とよ
ばれる幾何条件を採用している。図３は、光沢特性の異なる２つの試料において、一般的
な測色器を用いて測色値を一致させた場合の反射光の空間的な分布を示している。ここで
は、「４５－０」の幾何条件の例を示す。試料３０２は光源３０１によって、試料の法線
に対して４５度傾いた方向から照明される。センサ３０６は、空間的に分布した反射光の
うち、試料の法線方向（０度）の光量を受光する。試料３０２が記録媒体Ａである場合と
記録媒体Ｂである場合とで、試料３０２に記録された画像の測色値を一致させたときには
、試料３０２の法線方向の拡散反射成分である反射光量３０８は互いに一致する。しかし
、試料３０２の光沢特性の違いにより表面反射成分が相違する。つまり、記録媒体Ａの表
面反射成分３０４と、記録媒体Ｂの表面反射成分３０５とが相違する。一方、画像観察者
３０７の観察方向は、詳細には観察条件によって異なるが、典型的には正反射方向から所
定の角度外れた方向によって代表される。つまり、画像観察者３０７は所定の観察方向へ
の反射光を観察していることになる。そのため、画像観察者３０７が観察する方向では、
観察される光量が記録媒体Ａと記録媒体Ｂとで異なる。つまり、画像観察者３０７が観察
する記録媒体Ａからの反射光量３０９と、画像観察者３０７が観察する記録媒体Ｂからの
反射光量３１０とが相違する。即ち、記録媒体Ａ及び記録媒体Ｂの反射光の空間的な分布
の違いにより、測色値は一致しているが画像観察者３０７が観察する反射光量（見え）が
相違する。
　そして、特許文献１に記載の技術では、入力色信号からプリンタの色信号への変換に、
測色色信号を用いているため、記録媒体の光沢特性の違いによっては色のマッチングを行
ったとしても、「見え」は異なる場合がある。
【０００５】
　この課題を解決する技術として、異なる光沢特性を持つ記録媒体間で色のマッチングを
行う際に測色値を一致させるのではなく、所定の方向での「見え」を一致させる方法が開
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示されている（特許文献２）。特許文献２に記載の技術は、入力色信号からプリンタの色
信号へ変換する際に用いる測色色信号の代わりに、０度ではない所定の角度で測定した光
量を色信号として利用することで、「見え」を一致させる方法である。図４に、異なる記
録媒体間で「見え」を一致させた場合の反射光の空間的な分布を示す。画像観察者３０７
の観察方向への反射光量４０３を測色色信号の代わりに利用して、記録媒体Ａの「見え」
に記録媒体Ｂの「見え」を一致させる。つまり、記録媒体Ｂからの表面反射成分４０２を
、図３中の表面反射成分３０５よりも小さくして、画像観察者３０７の観察方向での反射
光量を一致させる。従って、一般的な測色器のセンサの読み取る光量は、記録媒体Ａから
の反射光量３０８と記録媒体Ｂからの反射光量４０４とで異なることとなる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開平８－９０８３８号公報
【特許文献２】特開２００５－２８６９９６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　観察者が画像を観察する方向は、一概に規定できない場合が多い。従って、印刷画像は
様々な角度から観察されることを想定する必要がある。しかしながら、従来の一般的なカ
ラーマッチング技術では測色値を一致させており、光沢特性の異なる試料間では「見え」
が異なってしまう。また、特許文献２に記載の技術では、任意の一方向で決めた「見え」
を一致させているため、光沢特性の異なる試料間で、予め規定された所定の観察方向以外
から観察すると両者の「見え」が異なる場合がある。つまり、観察角度を規定できない場
合には、「見え」を十分に一致させることは困難である。
【０００８】
　本発明は、光沢特性が相違する印刷媒体間においても観察方向によらず良好な色のマッ
チングを得ることができる画像処理装置及び画像処理方法等を提供することを目的とする
。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明に係る画像処理装置は、画像信号を取得する画像信号取得手段と、前記画像信号
を読み取る対象である第１の印刷媒体の第１の反射特性を取得する第１の反射特性取得手
段と、前記画像信号取得手段により取得された前記画像信号の画像を記録する対象である
第２の印刷媒体の第２の反射特性を取得する第２の反射特性取得手段と、前記第１の反射
特性及び前記第２の反射特性のうち、互いに同一の幾何条件における複数の反射光量から
算出された比較データを用いて補正量を算出するか、又は前記第１の反射特性及び前記第
２の反射特性との間で互いに異なる幾何条件における反射光量から算出された比較データ
を用いて補正量を算出する補正量算出手段と、前記補正量を用いて前記画像信号を補正す
る画像補正手段と、を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、２種類の印刷媒体の反射特性に基づき画像信号を補正するため、これ
ら印刷媒体間において観察方向によらず良好な色再現を実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１１】
【図１】従来の画像処理方法（カラーマッチング技術）を示す図である。
【図２】反射光の空間的な分布を示す図である。
【図３】測色値を一致させた場合の反射光の空間的な分布を示す図である。
【図４】「見え」を一致させた場合の反射光の空間的な分布を示す図である。
【図５】画像処理装置の構成を示すブロック図である。
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【図６】画像処理部の詳細を示すブロック図である。
【図７】画像処理装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】ユーザインタフェースの一例を示す図である。
【図９】記録媒体の変角反射光分布の測定を示す模式図である。
【図１０】反射率データのデータテーブルの一例を示す図である。
【図１１】図１０に対応する変角反射率を示すグラフである。
【図１２】カラーマッチング処理をしない場合の明度を示すグラフである。
【図１３】色変換処理部の構成を示すブロック図である。
【図１４】明度の例を示すグラフである。
【図１５】明度の他の例を示すグラフである。
【図１６】明度の更に他の例を示すグラフである。
【図１７】原稿及び複製のそれぞれの観察条件に対応する表の一例を示す図である。
【図１８】第２の実施形態の動作を示すフローチャートである。
【図１９】ユーザインタフェースの一例を示す図である。
【図２０】照明及び観察方向の仰角及び方位角の関係を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１２】
　以下、本発明の実施形態について添付の図面を参照して具体的に説明する。
【００１３】
　（第１の実施形態）
　先ず、第１の実施形態について説明する。図５は、本発明の第１の実施形態に係る画像
処理装置の構成を示すブロック図である。この画像処理装置には、画像入力部５０１、画
像処理部５０２、画像出力部５０３、入力紙種設定部５０４、出力紙種設定部５０５、及
び光沢特性情報格納部５０６が設けられている。
　画像入力部５０１は、スキャナ等の画像入力装置であり、画像信号取得手段として、印
刷対象となる画像を入力する。入力紙種設定部５０４は、ユーザ入力等に応じて、第１の
印刷媒体である入力原稿の記録媒体の種類を設定する。出力紙種設定部５０５は、ユーザ
入力等に応じて、第２の印刷媒体である画像入力部５０１が入力した画像を出力する対象
である記録媒体の種類を設定する。光沢特性情報格納部５０６には、予め記録媒体の光沢
特性の情報が、第１の反射特性及び第２の反射特性の情報として、格納されている。光沢
特性（反射特性）には、例えば測色器における照明及びセンサ（受光）の種々の幾何条件
における反射光量群が含まれている。画像処理部５０２は、光沢特性情報格納部５０６を
参照して、画像入力部５０１が入力した画像の画像信号に対し、入力紙種設定部５０４及
び出力紙種設定部５０５により設定された各記録媒体の光沢特性情報を取得し、画像処理
を実施する。画像出力部５０３は、プリンタ等の記録装置であり、画像処理部５０２によ
り処理された画像を、出力紙種設定部５０５により設定された記録媒体に印刷する。
【００１４】
　図６は、画像処理部５０２の詳細を示すブロック図である。画像処理部５０２には、入
力γ補正部６０１、色変換処理部６０２、色分解処理部６０３、出力γ補正処理部６０４
、中間調処理部６０５、及び色分解ルックアップテーブル（ＬＵＴ）６０６が設けられて
いる。
　入力γ補正部６０１は、画像入力部５０１が入力した画像の画像信号と輝度との関係を
線形にするような変換処理を行う。色変換処理部６０２は、詳細は後述するが、画像信号
（例えば、ＲＧＢ値）から、入力紙種設定部５０４及び出力紙種設定部５０５により設定
された各記録媒体の光沢特性情報に対応した画像出力部５０３の画像信号（例えば、プリ
ンタのＲＧＢ値）への変換を行う。色分解処理部６０３は、色変換処理部６０２による変
換後のＲＧＢ値から、画像出力部５０３に搭載されている各色材色の信号値（例えば、Ｃ
ＭＹＫ値）への変換を行う。この変換としては、例えば、色分解ＬＵＴ６０６を参照して
の各色材色の信号値への変換が行われる。出力γ補正処理部６０４は、色分解処理部６０
３による変換後の信号値に対する、記録媒体に印刷された画像の階調を良好にするための
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明度変換処理（例えばガンマ補正処理）を行う。この明度変換処理には、例えば、輝度、
明度、濃度等の情報が用いられる。中間調処理部６０５は、出力γ補正処理部６０４によ
るガンマ補正処理後の各色材色の画像信号を、画像出力部５０３が処理可能なビット数に
変換する。
【００１５】
　次に、第１の実施形態における色変換処理部６０２の詳細について説明する。本実施形
態では、任意の原稿をスキャナ等の画像入力部５０１で読み取り、複製を作成する際に、
観察する角度によらず原稿と複製の「見え」の印象をより近づけるための色変換処理を行
う。図７は、第１の実施形態に係る画像処理装置の動作を示すフローチャートである。
　先ず、ステップＳ７０１において、画像入力部５０１が、原稿から入力画像の画像信号
を取得する。
　次いで、ステップＳ７０２において、入力紙種設定部５０４が原稿に使用される記録媒
体の種類を取得し、ステップＳ７０３において、出力紙種設定部５０５が複製に使用され
る記録媒体の種類を取得する。図８に、記録媒体の種類を取得するためのユーザインタフ
ェース（ＵＩ）の一例を示す。入力紙種設定部５０４及び出力紙種設定部５０５は、例え
ば図８に示すＵＩを介してのユーザ入力に基づいて記録媒体の種類を取得する。図８に示
すＵＩには、原稿及び複製に使用される記録媒体の種類を選択する２つのリストボックス
８０１及び８０２、ＯＫボタン８０３、並びにキャンセルボタン８０４が設けられている
。リストボックス８０１及び８０２のリストには、記録装置に対応した記録媒体の種類（
例えば写真用紙＜光沢＞、写真用紙＜半光沢＞、マット紙、普通紙等の代表的な記録媒体
）が予め登録されている。そして、このリストの中から原稿及び複製の記録媒体の種類に
対応したものがユーザによって選択される。ＯＫボタン８０３が押下されると、リストボ
ックス８０１及び８０２に選択されている記録媒体の種類が確定され、キャンセルボタン
８０４が押下されると、リストボックス８０１及び８０２の選択は無視され、それまでに
設定されている内容が維持される。
【００１６】
　その後、ステップＳ７０４において、画像処理部５０２が、第１の反射特性取得手段と
して、ステップＳ７０２において設定された記録媒体の種類に対応する光沢特性情報を光
沢特性情報格納部５０６から取得する。更に、画像処理部５０２は、第２の反射特性取得
手段として、ステップＳ７０５において、ステップＳ７０３において設定された記録媒体
の種類に対応する光沢特性情報を光沢特性情報格納部５０６から取得する。光沢特性情報
としては、例えば変角反射率分布の複数の角度における測定値が用いられる。変角反射率
分布は、市販の変角測光器によって測定可能であり、光沢特性情報格納部５０６には、リ
ストボックス８０１及び８０２に登録されている代表的な記録媒体の種類に対して、予め
測定されたデータが登録されている。
　図９に、記録媒体９０２の変角反射光分布９０３を、変角測光器を用いて０度、１５度
、３０度で測定する際の模式図を示す。また、図１０に、前記変角測光器を用いて前記各
記録媒体について測定された、画像信号毎の複数角度における反射率データのデータテー
ブルの一例を示す。更に、図１１に、前記変角測光器を用いて前記各記録媒体について測
定された、図１０に対応する変角反射率のグラフを示す。図１１に示すように、印刷する
記録媒体が異なると、各角度で反射率の差が異なる。図１２に、カラーマッチング処理を
しない場合の記録媒体Ａ及び記録媒体Ｂの各角度における明度グラフを示す。
【００１７】
　ステップＳ７０５の後、画像処理部５０２は、ステップＳ７０６において、図１０に示
すデータテーブルを参照して、カラーマッチング処理を実施する。このカラーマッチング
処理は、主として色変換処理部６０２により行われる。図１３は、色変換処理部６０２の
構成を示すブロック図である。色変換処理部６０２には、ターゲット色変換部１３０１、
記録媒体適応色変換部１３０２、色域圧縮部１３０３、及びプリンタ特性色変換部１３０
４が設けられている。色変換処理部６０２には、更に、ターゲット色変換ＬＵＴ１３０５
、マッピングパラメータ格納部１３０６、及びプリンタ特性色変換ＬＵＴ１３０７が設け
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られている。
【００１８】
　ターゲット色変換部１３０１は、ターゲット色変換ＬＵＴ１３０５を参照して、入力さ
れた画像信号ＲＧＢを目標とする記録媒体Ａでの変角色信号ＸA（θ）ＹA（θ）ＺA（θ
）に変換する。ここでは、変角色信号ＸA（θ）ＹA（θ）ＺA（θ）として三刺激値ＸＹ
Ｚ（ＣＩＥ　ＸＹＺ）を用いる場合を例にとって説明する。
【００１９】
　記録媒体適応色変換部１３０２は、補正量算出手段として、各画像信号（０～２５５）
について、角度θにおける補正量ｄＸ（θ）、ｄＹ（θ）、及びｄＺ（θ）を以下の（１
）式で求める。
　　ｄＸ（θ）＝ＸB（θ）－ＸA（θ）
　　ｄＹ（θ）＝ＹB（θ）－ＹA（θ）　・・・（１）
　　ｄＺ（θ）＝ＺB（θ）－ＺA（θ）
　ここで、ＸB（θ）、ＹB（θ）、及びＺB（θ）は、ステップＳ７０３にて設定された
出力する記録媒体Ｂにおける三刺激値ＸＹＺであり、例えば図１０のデータテーブルを参
照して求められる。なお、図１０に示すデータテーブルには、簡単のため反射率データを
示しているが、ＸＹＺでも同様である。
　例えば、０度の変角色信号ＸA（θ）ＹA（θ）ＺA（θ）のデータを一致させる場合に
は、以下の（２）式によって、比較データとして、補正量ｄＸ（０）、ｄＹ（０）、ｄＺ
（０）が求められる。
　　ｄＸ（０）＝ＸB（０）－ＸA（０）
　　ｄＹ（０）＝ＹB（０）－ＹA（０）　・・・（２）
　　ｄＺ（０）＝ＺB（０）－ＺA（０）
　補正量ｄＸ（０）、ｄＹ（０）、及びｄＺ（０）は離散的な画像信号について、求めら
れた値（差分）であり、予め格納されている各画像信号以外の補正量は、公知の補間方法
によって補間される。
　更に、記録媒体適応色変換部１３０２は、（１）式で得られた各画像信号におけるそれ
ぞれの角度での補正量ｄＸ（θ）、ｄＹ（θ）、及びｄＺ（θ）を用いて、例えば、（３
）式から補正量ｄＸ、ｄＹ、及びｄＺを求める。
　　ｄＸ＝ｗ0ｄＸ（０）＋ｗ15ｄＸ（１５）＋ｗ30ｄＸ（３０）
　　ｄＹ＝ｗ0ｄＹ（０）＋ｗ15ｄＹ（１５）＋ｗ30ｄＹ（３０）　・・・（３）
　　ｄＺ＝ｗ0ｄＺ（０）＋ｗ15ｄＺ（１５）＋ｗ30ｄＺ（３０）
　ここで、ｗ0、ｗ15、及びｗ30はそれぞれ複数角度における補正量に対応する重み付け
係数であり、和が１になるように正規化されている。つまり、記録媒体適応色変換部１３
０２は、加重平均を補正量とする。
【００２０】
　ｗ0＝０．２５、ｗ15＝０．２５、ｗ30＝０．５である場合の、各角度における明度グ
ラフを図１４に示す。また、比較のために、図１５に、測色値を一致させる一般的なカラ
ーマッチング処理をした場合の記録媒体Ａと記録媒体Ｂの各角度における明度グラフを示
す。更に、比較のために、図１６に、特許文献２に記載されている所定の角度（ここでは
、３０度）での「見え」を一致させる処理を施した際の、各角度における明度グラフを示
す。
　図１５に示す明度グラフでは、０度及び１５度では記録媒体Ａと記録媒体Ｂとで明度が
ほぼ一致しているのに対して、３０度では大きな明度差が発生している。つまり、３０度
で観察した場合には、「見え」が異なってしまう。また、図１６に示す明度グラフでは、
（１）式のθを３０度とする処理が行われているため、３０度では記録媒体Ａと記録媒体
Ｂとで明度がほぼ一致している。しかし、０度及び１５度では大きな明度差が発生してい
る。つまり、０度及び１５度で観察した場合には、「見え」が異なってしまう。これらの
傾向は、色相及び彩度についても同様である。
　これらに対し、図１４に示す明度グラフでは、全ての角度において、記録媒体Ａと記録
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媒体Ｂとで明度が厳密に一致してはいないが、観察角度の違いによる「見え」の違いが抑
制されている。例えば、図１５に示す明度グラフ（０度で一致させた場合）と比較して、
３０度の明度差が抑制されている。また、図１６に示す明度グラフ（３０度で一致させた
場合）と比較して、０度及び１５度の明度差が抑制されている。
　このように、本実施形態では、光沢特性の異なる記録媒体Ａ及び記録媒体Ｂ間において
観察方向によらず良好な色再現が得られる。
　そして、記録媒体適応色変換部１３０２は、画像補正手段として、補正量ｄＸ、ｄＹ、
及びｄＺを用いて、変角色信号ＸAＹAＺAを変角色信号ＸBＹBＺBに変換する。
【００２１】
　色域圧縮部１３０３は、変角色信号ＸBＹBＺBを実際に印刷する記録媒体Ｂで再現でき
る変角色信号ＸMＹMＺMに変換する。マッピングパラメータ格納部１３０６に、彩度の圧
縮条件に関するパラメータが格納されており、色域圧縮部１３０３は、このパラメータを
利用して、公知の色域圧縮方法によって色信号を変換する。
　プリンタ特性色変換部１３０４は、変角色信号ＸMＹMＺMを画像出力部５０３（ここで
は、プリンタ）の色信号ＲpＧpＢpに変換する。この変換は、ターゲット色変換部１２０
１と同様、３ＤＬＵＴを用いて行われる。ここで使用されるプリンタ特性色変換ＬＵＴ１
３０７は、離散的なプリンタの色信号と該色信号に対応する記録媒体Ｂでの測色信号との
関係を示すものであり、公知の補間方法によって変換できる。
【００２２】
　これら一連の処理により、入力信号ＲＧＢが、プリンタの色信号ＲpＧpＢpに変換され
る。
【００２３】
　なお、上記の例では、０度、１５度、３０度の３角度のデータから補正量を算出してい
るが、補正量の算出方法はこれに限定されるものではなく、（３）式に記載した補正量の
算出方法は、下記（４）式のように一般化できる。
　　ｄＸ＝ΣｗiｄＸ（θi）
　　ｄＹ＝ΣｗiｄＹ（θi）　・・・（４）
　　ｄＺ＝ΣｗiｄＺ（θi）
【００２４】
　また、補正量を、ステップＳ７０４及びＳ７０５で取得された複数角度における反射率
から、次の処理によって求めてもよい。
　記録媒体Ａに対応する角度θ方向への反射率をＲA（θ）、複製Ｂに対応する角度θ方
向への反射率をＲB（θ）とすると、角度θ方向への補正パラメータＨ（θ）は、（５）
式で表される。
　　Ｈ（θ）＝ＲB（θ）／ＲA（θ）　・・・（５）
　従って、角度θ1～θnにおいて補正パラメータＨ（θ1）～Ｈ（θn）が算出される。（
４）式と同様に、複数の補正パラメータＨ（θ1）～Ｈ（θn）の重み付け平均を取ったＨ

mを実際の補正処理で使用する。
　Ｈm＝ΣｗiＨ（θi）
　ここで、ｗ1～ｗnはそれぞれ複数の方向における補正パラメータに対応する重み付け係
数であり、和が１になるように正規化される。そして、Ｈmを前記ＸA、ＹA、ＺAに乗算す
ることで、前記ＸB、ＹB、ＺBが得られる。
【００２５】
　なお、重み付け係数の決め方としては、例えばｗ1＝ｗ2＝・・・＝ｗnとして補正パラ
メータＨ（θ1）～Ｈ（θn）の平均値を算出してもよく、また、原稿及び複製の光沢特性
の違いにより決定してもよい。両記録媒体間で所定の方向での「見え」を一致させた際に
、両記録媒体間の光沢特性の違いが大きい場合、観察方向以外の方向から観察したときの
色が合わなくなってしまう。したがって、光沢特性の違いが所定の値より大きい場合には
、観察方向への重み付け係数を小さくし、観察方向からのずれが大きい角度に対応する重
み付け係数の値を大きくすることが好ましい。
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　例えば、補正パラメータＨ（θ1）～Ｈ（θn）に対し、以下の（６）式を計算する。
　　ｄＨ（θi）＝｜Ｈ（θi）－１｜　・・・（６）
　（６）式により得られるｄＨ（θi）の値が小さければ、角度θiにおける両記録媒体間
の反射率が近いということを意味し、ｄＨ（θi）の値が大きければ角度θiにおける両記
録媒体間の反射率が異なっていることを意味する。そこで、角度θiにおける重み付け係
数を次式により算出する。
　　ｗi＝１／ｄＨ（θi）　・・・（７）
　ただし、（７）式により得られる重み付け係数は、和が１になるよう正規化される。（
７）式を用いることにより、反射率の違いが大きい角度での補正パラメータの影響が相対
的に小さくなり、光沢特性の違いが大きい記録媒体間で、所定角度以外の「見え」の印象
をより近づける補正が可能になる。
【００２６】
　このような第１の実施形態によれば、記録媒体の種類に応じて、「見え」を考慮した好
適なカラーマッチング処理が実現できる。
【００２７】
　なお、補正量として、変角色信号ＸA（θ）ＹA（θ）ＺA（θ）と変角色信号ＸB（θ）
ＹB（θ）ＺB（θ）との比を用いてもよい。
【００２８】
　（第２の実施形態）
　次に、第２の実施形態について説明する。上記のように、第１の実施形態では、原稿と
複製とで用いる記録媒体間の光沢特性との違いに基づき、どの方向から観察した際にも色
の「見え」の印象をより近づけるための、画像信号の補正処理を行う。しかし、観察環境
はユーザによって異なり、所定の観察条件で観察するという用途もある。そこで、第２の
実施形態では、ユーザの指示に基づいて、補正処理の内容を切り替える。図１７に、原稿
及び複製のそれぞれの観察条件に対応する表の一例を示す。図１７中の（ａ）～（ｈ）に
対応して、画像処理部５０２は、補正処理の内容を切り替える。
【００２９】
　図１８は、第２の実施形態の動作を示すフローチャートである。
　先ず、ステップＳ１８０１において、画像処理部５０２が、ユーザによって指定された
観察条件を取得する。図１９に、ユーザが観察条件を選択できるＵＩの一例を示す。この
ＵＩには、観察条件設定ウインドウ１９０１が設けられている。観察条件設定ウインドウ
１９０１は、例えば使用されるプリンタのドライバに実装されている。その他、別アプリ
ケーションとして実装されていても構わない。このＵＩには、更に、原稿の観察角度の「
可変」、「固定」をユーザによって二者択一で選択されるラジオボタン１９０２及び１９
０３が設けられている。ラジオボタン１９０３が選択された場合、つまり、原稿の観察角
度「固定」が選択された場合、グループボックス１９０４が入力可能な状態になる。ラジ
オボタン１９０３が選択されるまでは、グループボックス１９０４がグレイアウトし、入
力不可の状態であることが好ましい。グループボックス１９０４には、原稿観察時の照明
の試料に対する角度を入力するテキストボックス１９０５、及び原稿観察時の原稿に対す
る観察角度を入力するテキストボックス１９０６が含まれている。このＵＩには、更に、
複製の観察角度の「可変」、「固定」をユーザによって二者択一で選択されるラジオボタ
ン１９０７及び１９０８が設けられている。ラジオボタン１９０８が選択された場合、つ
まり、複製の観察角度「固定」が選択された場合、グループボックス１９０９が入力可能
な状態になる。ラジオボタン１９０８が選択されるまでは、グループボックス１９０９が
グレイアウトし、入力不可の状態であることが好ましい。グループボックス１９０９には
、複製観察時の照明の複製に対する角度を入力するテキストボックス１９１０、及び複製
観察時の複製に対する観察角度を入力するテキストボックス１９１１が含まれている。Ｏ
Ｋボタン１９１２が押下されると、選択された原稿及び複製の観察条件が確定し、画像処
理部５０２がこの内容を取得する。キャンセルボタン１９１３が押下されると、上述され
た選択内容は破棄され、処理を取り止める。なお、上述のラジオボタン、グループボック
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ス、テキストボックス等は、一例であり、その他同等の機能を有するオブジェクトであれ
ば代用可能である。
【００３０】
　次いで、ステップＳ１８０２において、入力紙種設定部５０４が原稿に使用される記録
媒体の種類を取得し、ステップＳ１８０３において、出力紙種設定部５０５が複製に使用
される記録媒体の種類を取得する。つまり、ステップＳ７０２及びＳ７０３と同様の処理
が行われる。
　その後、ステップＳ１８０４において、画像処理部５０２は、原稿及び複製の記録媒体
の種類が同じか否かの判定を行う。そして、原稿及び複製の記録媒体の種類が等しい場合
、ステップＳ１８０５において、画像処理部５０２は、『原稿及び複製の両者の観察角度
が「可変」』、又は、『原稿及び複製が常に同じ角度で観察される』という条件が成り立
つか否かの判定を行う。この条件が満たされる場合、画像処理部５０２は、ステップＳ１
８０９において、測色値を一致させるカラーマッチング処理を実施する。使用する記録媒
体が原稿及び複製で等しい場合、測色値、即ち、所定の幾何条件における反射光量を一致
させれば、変角反射率も一致する。そのため、原稿及び複製を同じ角度で観察しさえすれ
ば、どの角度から観察しても色の「見え」は一致する。また、原稿及び複製の両者の観察
角度を規定できない場合、第１の実施形態と同様の処理結果を得ること、即ち、どの角度
から観察しても「見え」の印象が近くなることが好ましいが、使用する記録媒体が原稿と
複製とで等しい場合には変角反射率が一致する。従って、測色値を一致させるカラーマッ
チング処理によって同一の処理結果を得ることができる。
【００３１】
　一方、ステップＳ１８０４において、原稿及び複製の記録媒体の種類が異なっている場
合、及びステップＳ１８０５の条件が満たされていない場合、ステップＳ１８０６におい
て、画像処理部５０２が、ステップＳ１８０２において設定された記録媒体の種類に対応
する光沢特性情報を光沢特性情報格納部５０６から取得する。更に、画像処理部５０２は
、ステップＳ１８０７において、ステップＳ１８０３において設定された記録媒体の種類
に対応する光沢特性情報を光沢特性情報格納部５０６から取得する。つまり、ステップＳ
７０４及びＳ７０５と同様の処理が行われる。
　次いで、画像処理部５０２は、ステップＳ１８０８において、観察条件に応じたカラー
マッチング処理を実施する。このカラーマッチング処理は、主として色変換処理部６０２
により行われる。以下、原稿及び複製の種々の観察条件に応じた処理の内容について、観
察条件毎に説明する。
【００３２】
　先ず、原稿及び複製の観察角度が「固定」の場合の処理について説明する。このような
場合としては、例えば、原稿と複製が壁等に掛けられた状態で、ある一定距離以上離れた
位置から観察する場合が考えられる。ある一定距離以上離れた位置から観察することで、
観察角度はほぼ等しくなる。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿及び複製の観察条件が「固定」かつ「
観察方向０度」が選択された場合、色変換処理部６０２は、互いに同一の幾何条件におけ
る反射光量から算出された比較データを用いて、測色値を一致させる一般的なカラーマッ
チング処理を実施する。この場合は、図１７中の（ａ）に該当し、図１５に示すような明
度グラフが得られる。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿及び複製の観察条件が「固定」かつ「
観察方向が０度以外の同じ角度」が選択された場合、色変換処理部６０２は、互いに同一
の幾何条件における反射光量から算出された比較データを用いて、選択された所定の角度
での「見え」を一致させるカラーマッチング処理を実施する。この場合は、図１７中の（
ｂ）に該当し、図１６に示すような明度グラフが得られる。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿及び複製の観察条件が「固定」かつ「
原稿と複製でそれぞれ異なる観察角度」が選択された場合、色変換処理部６０２は、選択
された所定の角度での「見え」を一致させるカラーマッチング処理を実施する。つまり、
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色変換処理部６０２は、互いに異なる幾何条件における反射光量から算出された比較デー
タを用いてカラーマッチング処理を実施する。この場合は、図１７中の（ｃ）に該当する
。この場合、色変換処理部６０２は、以下の（８）式から補正量ｄＸ、ｄＹ、ｄＺを求め
る。つまり、色変換処理部６０２は、第１の実施形態の所定角度での「見え」を一致させ
る場合と同様の補正処理を実施する。
　　ｄＸ＝ＸB（θ2）－ＸA（θ1）
　　ｄＹ＝ＹB（θ2）－ＹA（θ1）　・・・（８）
　　ｄＺ＝ＺB（θ2）－ＺA（θ1）
【００３３】
　次に、原稿の観察角度が「固定」、複製の観察角度が「可変」の場合の処理について説
明する。このような場合としては、例えば、原稿が壁等に掛けられた状態である一定距離
以上離れた位置から観察し、複製を手に持って、又は机等に平置きした状態で、自由な角
度から観察しながら両者を比較する場合が考えられる。原稿の観察角度が「固定」の場合
、複製の観察角度が「可変」であっても、画像観察者が両者を比較するときには、原稿の
「見え」と極力同じ「見え」になる角度で複製を観察することが多いため、ある角度で「
見え」が一致していることが好ましい。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿の観察条件が「固定」かつ「０度」、
複製の観察条件が「可変」と選択された場合、色変換処理部６０２は、複製の観察角度「
０度」で「見え」が一致するように、測色値を一致させるカラーマッチング処理を実施す
る。この場合は、図１７中の（ｄ）に該当し、図１５に示すような明度グラフが得られる
。また、複製の観察角度は厳密に規定できないため、原稿を０度から観察した場合と複製
を複数の角度から観察した場合の見えの印象を一致させる処理を実施してもよい。つまり
、原稿（記録媒体Ａ）の観察角度を０度、複製（記録媒体Ｂ）の観察角度をθi度とし、
補正量ｄＸ、ｄＹ、及びｄＺを以下の（９）式から求めてもよい。この場合、色変換処理
部６０２は、第１の実施形態の所定角度での「見え」を一致させる場合と同様の補正処理
を実施する。
　　ｄＸ＝Σｗi｛ＸB（０）－ＸA（θi）｝
　　ｄＹ＝Σｗi｛ＹB（０）－ＹA（θi）｝　・・・（９）
　　ｄＺ＝Σｗi｛ＺB（０）－ＺA（θi）｝
　なお、ｗiは重み付け係数であり、Σｗi＝１となるよう正規化されている。また、ｗi

のそれぞれの値は、第１の実施形態と同様な処理によって決定することができる。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿の観察条件が「固定」かつ「０度以外
」、複製の観察条件が「可変」と選択された場合、色変換処理部６０２は、指定された原
稿の観察角度と等しい角度の「見え」を一致させるカラーマッチング処理を実施する。こ
の場合は、図１７中の（ｅ）に該当し、図１６に示すような明度グラフが得られる。また
、複製の観察角度は厳密に規定できないため、原稿を０度から観察した場合と複製を複数
の角度から観察した場合の見えの印象を一致させる処理を実施してもよい。つまり、原稿
（記録媒体Ａ）の観察角度をθA度、複製（記録媒体Ｂ）の観察角度をθi度とし、補正量
ｄＸ、ｄＹ、及びｄＺを以下の（１０）式から求めてもよい。この場合、色変換処理部６
０２は、第１の実施形態の所定角度での「見え」を一致させる場合と同様の補正処理を実
施する。
　　ｄＸ＝Σｗi｛ＸB（０）－ＸA（θi）｝
　　ｄＹ＝Σｗi｛ＹB（０）－ＹA（θi）｝　・・・（１０）
　　ｄＺ＝Σｗi｛ＺB（０）－ＺA（θi）｝
【００３４】
　次に、原稿の観察角度が「可変」、複製の観察角度が「固定」の場合の処理について説
明する。このような場合としては、例えば、複製が壁等に掛けられた状態で、ある一定距
離以上離れた位置から観察し、原稿を手に持って、又は机等に平置きした状態で、自由な
角度から観察しながら両者を比較する場合が考えられる。原稿の観察角度が「可変」の場
合、複製の観察角度が「固定」であっても、画像観察者が両者を比較するときには、複製
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の「見え」と極力同じ「見え」になる角度で原稿を観察することが多いため、ある角度で
「見え」が一致していることが好ましい。また、その際に観察される角度は、原稿の「見
え」が特に良好であると感じられる角度であることが好ましい。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿の観察条件が「可変」、複製の観察条
件が「固定」かつ「０度」と選択された場合、色変換処理部６０２は、複製の「０度」の
色が原稿の「見え」が特に良好であると感じられる角度で一致するよう、カラーマッチン
グ処理を実施する。この場合は、図１７中の（ｆ）に該当する。つまり、原稿（記録媒体
Ａ）の見えが特に良好であると感じられる観察角度をθ度、複製（記録媒体Ｂ）の観察角
度を０度とし、補正量ｄＸ、ｄＹ、及びｄＺを以下の（１１）式から求める。この場合、
色変換処理部６０２は、第１の実施形態の所定角度での「見え」を一致させる場合と同様
の補正処理を実施する。
　　ｄＸ＝ＸB（０）－ＸA（θ）
　　ｄＹ＝ＹB（０）－ＹA（θ）　・・・（１１）
　　ｄＺ＝ＺB（０）－ＺA（θ）
　なお、原稿（記録媒体Ａ）の見えが特に良好であると感じられる観察角度θ度は、例え
ば、ある変角色信号から算出された色信号と予め設定された目標色信号との色差ΔＥ等か
ら評価して決定してもよく、また、主観評価から決定してもよい。
　観察条件設定ウインドウ１９０１において、原稿の観察条件が「可変」、複製の観察条
件が「固定」かつ「０度以外」と選択された場合、色変換処理部６０２は、複製の観察角
度の色が原稿の「見え」が特に良好であると感じられる角度で一致するよう、カラーマッ
チング処理を実施する。この場合は、図１７中の（ｇ）に該当する。つまり、原稿（記録
媒体Ａ）の見えが特に良好であると感じられる観察角度をθ1度、複製（記録媒体Ｂ）の
観察角度をθ2度とし、補正量ｄＸ、ｄＹ、及びｄＺを以下の（１２）式から求める。こ
の場合、色変換処理部６０２は、第１の実施形態の所定角度での「見え」を一致させる場
合と同様の補正処理を実施する。
　　ｄＸ＝ＸB（θ2）－ＸA（θ1）
　　ｄＹ＝ＹB（θ2）－ＹA（θ1）　・・・（１２）
　　ｄＺ＝ＺB（θ2）－ＺA（θ1）
【００３５】
　次に、原稿及び複製の観察角度が「可変」の場合の処理について説明する。このような
場合としては、例えば、原稿及び複製の両方を手に持って、又は机等に平置きした状態で
、自由な角度から観察しながら両者を比較する場合が考えられる。この場合は、両者とも
観察角度を規定できないため、どの角度から観察した場合でも「見え」の印象が一致して
いることが好ましい。したがって、色変換処理部６０２は、第１の実施形態と同様の補正
処理を実施する。この場合、図１４に示すような明度グラフが得られる。
【００３６】
　このような第２の実施形態によれば、記録媒体の種類だけでなく、ユーザが指定した観
察条件に応じて、「見え」を考慮した好適なカラーマッチング処理が実現できる。
【００３７】
　なお、第１の実施形態及び第２の実施形態では、照明と試料の法線の張る面内に観察者
がいることを想定した処理が行われているが、実際には観察者の位置はこれに限定されな
い。図２０に、照明の仰角θL及び方位角φL、並びに、観察方向の仰角θO及び方位角φO

の関係を示す。より厳密に「見え」を一致させる処理を行う場合には、第１の実施形態及
び第２の実施形態における変角色信号の代わりに、Ｘ（θL，θO，φL，φO）、Ｙ（θL

，θO，φL，φO）、Ｚ（θL，θO，φL，φO）の測定値を利用して、上述した処理と同
様の処理を行うことが好ましい。
【００３８】
　本発明は、複数の機器（例えばコンピュータ、インタフェース機器、リーダ、プリンタ
等）から構成されるシステムに適用しても、一つの機器からなる装置（例えば、複写機、
ファクシミリ装置、制御装置等）に適用してもよい。
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　また、本発明の各工程は、ネットワーク又は各種記憶媒体を介して取得したソフトウェ
ア（プログラム）をパーソナルコンピュータ等の処理装置（ＣＰＵ、プロセッサ）にて実
行することでも実現できる。
【符号の説明】
【００３９】
　５０１：画像入力部　５０２：画像処理部　５０３：画像出力部　５０４：入力紙種設
定部　５０５：出力紙種設定部　５０６：光沢特性情報格納部　６０２：色分解処理部

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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【図５】 【図６】

【図７】 【図８】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】

【図１８】
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【図１９】

【図２０】
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